
別紙様式１ 

 

令和  年  月  日 

 

 

 

 農林水産省農産局長 殿 

 

 

 

（応募者） 

住   所 

名   称   

代表者氏名  

                 

     

 

 

令和５年度食糧麦備蓄対策事業に係る応募申請書 

 

 

令和５年度食糧麦備蓄対策事業に係る応募申請書を別添のとおり関係書類を

添えて提出します。 

 



別紙様式１－２ 

 

受付番号 

 

 

※ 

 

※農林水産省記載 

 

応募申請書（応募者に関する事項） 

 

事業名 食糧麦備蓄対策事業 

 

 

 

企業名又は団体名 

ホームページ アドレス http:// 

 

事業担当

者名及び

連絡先 

 

事業担当者氏名（ふりがな） 

所属（部署名等） 

役職 

電話番号 

E-mail 

 

経理担当

者名及び

連絡先 

 

氏名（ふりがな） 

所属（部署名等） 

役職 

電話番号 

E-mail 

 ※必要に応じ、関係資料を添付してください。 



別紙様式２ 

令和５年度食糧麦備蓄対策事業実施計画 

 

１ 事業の目的 

 

 

２ 備蓄計画数量 

 

  年 間 備 蓄 数 量：    (     )トン･･･⑤ 

   うち年間補助対象数量：(     )トン･･･⑥ 

 

  （積算基礎）                                        （単位：トン） 

項  目 積算の考え方 数 量 

食糧用輸入小麦の 

年間需要量 

① 

 

 

 

備蓄計画数量 ②  

 

 

うち補助対象数量 ③  

   自己負担数量 ④＝②－③  

年間備蓄数量 ⑤＝②×12 か月  

  うち年間補助対象数量 ⑥＝③×12 か月  

（注）１ 小数点以下は、四捨五入する。 

   ２ 他の買受資格者の備蓄数量を含め備蓄計画を作成する場合は、①食糧用輸入小麦の

年間需要量に当該買受者の年間需要量を合算する。 

   ３ 月末備蓄数量が②備蓄計画数量を下回った場合及び各月末の備蓄数量の合計が⑤

年間備蓄数量を下回った場合は、補助金の全額返還となるおそれがあることに留意す

る。 

     ４ 年間補助対象数量に係る経費は、補助金交付決定額の範囲内で支払う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 所要額                                        （単位：千円） 

 

 
区  分 

 

 

 

 
補助事業に要す
る所要額 

 

 
負担区分 

 

 

 
備考 

 
 

国庫補助 
 

 

自己負担 

 

食糧麦備蓄対策事業 

 

              
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

合 計 

 

    

（注）１ 補助事業に要する所要額は、４における各事業の所要額の内訳の合計金額に一

致する。 

   ２ 食糧麦備蓄対策事業の補助事業に要する所要額は、年間需要量の 1.8 か月分の

備蓄に要する経費であり、国庫補助金額と一致する。 

   ３ 負担区分は、食糧麦備蓄対策費補助金交付等要綱（平成 22 年８月９日付け 22

総食第 436 号農林水産事務次官依命通知）別表に定める補助率による。 

 

４ 所要額の内訳 

  別紙様式２－３及び２－４のとおり。 

    

 

５ 事業完了予定年月日  令和６年３月３１日 

 

６ 添付書類 

 (1) 直前事業年度の決算（事業）報告書又はこれに準ずる資料 

 (2) 応募者の概要が分かる書類（営業経歴（沿革）、定款・規約及び役員名

簿） 

 ※添付書類について、公募の公示の日から過去１年間において、基本要領第３章Ⅰ

第２の２又は第４章Ⅰ第３の３(2)に基づく買受資格の申請時に提出済みであり、

かつ、本公募の応募時点で内容に変更がない場合は提出を省略することができま

す。なお、提出を省略する場合は、「○○については、令和４年度の○○の買受

資格定期審査申請時に提出済みであり添付を省略。」と記載してください。 

  

 

 



別紙様式２－２ 

 

                       令和  年  月  日 

 

 （応募者） 

名称  

代表者氏名           殿 

 

食糧麦備蓄対策事業参加確認書 

 

 令和５年 月 日付けで  （応募者名）  が提出する食糧麦備蓄対策事

業実施計画には、下記のとおり弊社の備蓄計画数量を含んでいることを確認し

ます。 

 また、食糧麦備蓄対策事業の実施に当たり、農産局長が別に契約を締結する

検量人が備蓄小麦の在庫確認を行う場合には、当該確認に協力します。 

 

記 

                                                        （単位：トン） 

 
製粉企業等名 

 

 
住    所 

 

 
年間備蓄数

量 

 
うち年間補
助対象数量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合       計 

 

 

 

 

 

 

 

（注）本表の合計は、事業実施計画における年間備蓄数量及び年間補助対象数量と一致する。 

                
 （名   称）           

                （代表者氏名）           

    応募者（取りまとめ者） 

  以外の備蓄事業参加者       （名   称）             

  の名称等を記載する      （代表者氏名）             

                                                      
                                  （名   称）             
                （代表者氏名）             



別紙様式２－３ 
 

補助対象数量（1.8 か月分）の備蓄予定倉庫一覧 

 

備蓄予定 

倉庫名 

 

 

所 在 地 

 

 

 

備蓄数量 

のうち補助 

対象数量① 

(トン) 

保管料 

 単価② 

(円/トン) 

 

 所要額 

①×②×３

期 × 12 か

月    (円) 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合     計 

 

 

 

※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （円） 

※2 

  （千円） 

 

 

 

 

 

 

（注）１ 本表は、補助を受けて備蓄する小麦について記載する。 

   ２ 備蓄予定倉庫は、単価設定のある穀物サイロとする。 

   ３ 備蓄数量のうち補助対象数量の合計（※1）は、事業実施計画における２の③補助対象数量と

一致する。 

      ４ 保管料単価は、国土交通省届出単価を上限とする。 

   ５ 所要額の合計（※2）は、千円単位で記入（切上げ）。また、同金額は、事業実施計画の補助

事業に要する所要額と一致する。 

   ６ 工場直結の備蓄予定倉庫は「直結」、工場隣接の備蓄予定倉庫は「隣接」と備考欄に記載す

る。 



別紙様式２－４ 

 

自己負担数量（0.5 か月分）の備蓄予定倉庫一覧 

                                                                

                                                              （単位：トン） 

 

備蓄予定倉庫名 

 

 

 

所 在 地 

 

 

 

備蓄数量 

のうち自己

負担数量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合     計 

 

 

※ 

 

（注）１ 本表は、自己負担により備蓄する小麦について記載する。 

   ２ 備蓄予定倉庫は、穀物サイロの他、測尺により実在庫数量の確認ができる原料タンク及び加

水タンクとする。 

   ３ 備蓄数量のうち自己負担数量の合計（※）は、事業実施計画における２の④自己負担数量と

一致する。 

 

 

 


